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運用報告書（全体版） 

ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド 
（１年決算型） 

<愛称>ウィンドミル１年 
追加型投信／海外／債券 

 

 

(決算日 2021年11月10日) 

 

第９期 

 

 ファンドの仕組み 

当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 と 
クローズド期間 

信託期間は2013年10月21日から2023年11月
10日までです。クローズド期間はありません。 
なお、受益者に有利であると認めたときは、
受託者と協議のうえ、信託期間を延長するこ
とができます。 

運 用 方 針 

主として、世界の投資適格格付けの公社債を
主な投資対象とするベアリング ワールド・
ボンド＆カレンシー・マザーファンド受益証
券に投資を行い、インカム・ゲインの確保と
信託財産の成長を目指します。また、マザー
ファンド受益証券を通じて、為替変動リスク
のヘッジ目的および円ベースでの投資収益
の確保を目的として、外国為替の予約取引を
機動的に行います。 
マザーファンドの運用にあたっては、ベアリ
ング・アセット・マネジメント・リミテッド
（英国法人）に運用の管理及び執行に関する
権限を委託しています。 

主要運用対象 

ＢＡＭワールド・ 
ボ ン ド ＆ 
カ レ ン シ ー ・ 
フ ァ ン ド 
（１年決算型） 

ベアリング ワールド・ボン
ド＆カレンシー・マザーファ
ンド受益証券を主要投資対
象とします。 

ベ ア リ ン グ 
ワ ー ル ド ・ 
ボ ン ド ＆ 
カレンシー・ 
マザーファンド 

世界の投資適格格付けの公
社債を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

ＢＡＭワールド・ 
ボ ン ド ＆ 
カ レ ン シ ー ・ 
フ ァ ン ド 
（１年決算型） 

株式への投資は、転換社債の
転換および新株予約権の行
使により取得した株券に限
るものとし、その実質投資割
合は信託財産の純資産総額
の10％以内とします。 
外貨建資産への実質投資割
合には制限を設けません。 

ベ ア リ ン グ 
ワ ー ル ド ・ 
ボ ン ド ＆ 
カレンシー・ 
マザーファンド 

株式への投資は、転換社債の
転換および新株予約権の行
使により取得した株券に限
るものとし、その投資割合は
信託財産の純資産総額の
10％以内とします。 
外貨建資産ヘの投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎年１回決算（原則として11月10日。ただし、
休業日の場合は翌営業日。）を行い、経費控除
後の配当等収益および売買益（評価益を含み
ます。）等の全額を分配対象額の範囲とし、基
準価額水準、市況動向等を勘案するととも
に、信託財産の成長にも留意し、委託会社が
分配金額を決定します。ただし、必ず分配を
行うものではありません。 
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ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）<愛称>ウィンドミル１年 

 
 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）」（愛称：

ウィンドミル１年）は、2021年11月10日に第９期決算を行いました。ここに謹んで期

中の運用状況と収益分配金をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。 
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ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）<愛称>ウィンドミル１年 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

５期(2017年11月10日) 10,464 0 △3.1 98.9 － 15,691 

６期(2018年11月12日) 10,012 0 △4.3 99.7 － 14,658 

７期(2019年11月11日) 10,807 0 7.9 99.5 △24.8 14,935 

８期(2020年11月10日) 10,954 0 1.4 97.2 △15.7 13,236 

９期(2021年11月10日) 10,351 0 △5.5 99.1 △26.3 10,926 
 

（注１）基準価額および分配金は１万口当たり。（以下同じ） 

（注２）基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注３）騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しています。（以下同じ） 

（注４）当ファンドは親投資信託を組入れますので、債券組入比率および債券先物比率（＝買建比率－売建比率）は、親投資信託への投資割

合に応じて算出した当ファンドベースの比率です。（以下同じ） 

（注５）当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

（注６）純資産総額の単位未満は切捨て。 

（注７）計理処理上、組入比率が100％を超える場合があります。（以下同じ） 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2020年11月10日 10,954 － 97.2 △15.7 

11月末 10,966 0.1 97.2 △15.8 

12月末 10,963 0.1 98.5 △16.4 

2021年１月末 10,897 △0.5 97.0 △16.9 

２月末 10,530 △3.9 99.1 △17.8 

３月末 10,475 △4.4 100.4 △21.8 

４月末 10,494 △4.2 100.0 △22.9 

５月末 10,493 △4.2 100.3 △21.9 

６月末 10,490 △4.2 97.7 △22.4 

７月末 10,586 △3.4 96.5 △22.7 

８月末 10,535 △3.8 95.7 △24.4 

９月末 10,386 △5.2 96.0 △25.1 

10月末 10,296 △6.0 101.1 △26.5 

(期  末)     

2021年11月10日 10,351 △5.5 99.1 △26.3 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）<愛称>ウィンドミル１年 

○当期の運用経過 (2020年11月11日～2021年11月10日) 

 期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2020年11月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） 上記既払分配金は、期中の分配金（税込み）合計額です。 

 

○基準価額の主な変動要因 
主要投資対象である「ベアリング ワールド・ボンド＆カレンシー・マザーファンド」における期中の基準

価額は4.0％の下落となりました。 

 

上昇要因 

■対円で上昇したカナダドル、ニュージーランドドルの買い持ち、保有債券からの利息収入などが、基準価

額の上昇要因となりました。 

下落要因 

■一部の中央銀行による利上げなどを受け、ニュージーランド、カナダなどの一部の組入債券の価格が下落

したこと、為替ヘッジコストなどが、基準価額の下落要因となりました。 
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ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）<愛称>ウィンドミル１年 

 投資環境（2020年11月11日～2021年11月10日） 
 
◎債券市場 

当期前半は、各国の中央銀行は金融緩和環境の継続を示唆したものの、経済活動の再開、米国の追加経済対

策、新型コロナウイルスのワクチン普及に対する期待感などを受け、欧米の長期金利は上昇基調で推移しまし

た。当期半ばにかけて、バイデン米大統領が増税案を公表したこと、欧州中央銀行（ECB）が長期金利上昇に

対する懸念から量的金融緩和における債券買い取りペースの加速を決定したことなどを受け、欧米の長期金

利上昇に一服感が見られました。 

当期後半は、米連邦公開市場委員会（FOMC）にて利上げ見通しが引き上げられたものの、米連邦準備制度理

事会（FRB）を含め各国の中央銀行高官がインフレの上昇は一時的との認識を示したこと、ECBが低金利政策の

継続を示唆したことなどを受け、欧米の長期金利は小幅に低下しました。 

当期の債券市場の動きを10年国債利回りでみると、米国では当期首の0.96％から当期末1.55％へ上昇、ドイ

ツでは－0.49％から－0.25％へ上昇しました。 

 

◎為替市場 

為替市場では、経済活動の再開、米国の追加経済対策、FRBが利上げの見通しを引き上げたことなどを受け、

米ドルは対円で上昇しました。ユーロは、米ドルに対して下落した一方、経済活動再開への期待感、日本と欧

州の金利差拡大などを背景に、円に対してユーロ高が進行しました。当期の米ドル・円相場は、当期首の105

円台前半から当期末の112円台後半へ米ドル高・円安が進行しました。 
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ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）<愛称>ウィンドミル１年 

 当ファンドのポートフォリオ（2020年11月11日～2021年11月10日） 
 
＜ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）＞ 

「ベアリング ワールド・ボンド＆カレンシー・マザーファンド」を高位に組入れました。 

 

＜ベアリング ワールド・ボンド＆カレンシー・マザーファンド＞ 

＜デュレーション＞ 

新型コロナウイルスの感染拡大前への原状回復には時間を要し、ゼロ金利制約に直面する中央銀行は低金

利の長期維持を表明し、金融緩和効果を捻出するものと予想しました。金利の低下余地を見極めるべく、長め

のデュレーション＊を維持しつつ、依然として妙味が残る地方債への厚めの配分を維持し、キャリー収益の確

保を図る方針としました。ポートフォリオ全体のデュレーションは、期末時点で約7.8年としました。また、

国債先物の売りを実施し、金利変動リスクの機動的な調整を図りました。 

 

＜国別配分＞ 

当期初は、先進国では、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド、ユーロ圏（周縁国）、米国、新興国

では、メキシコ、ポーランドへの厚めの配分を行いました。期中の金利低下局面でカナダ、英国、米国、ニュー

ジーランドなどの利益確定を図り、ユーロ圏（イタリアなど）、オーストラリアなどへ入れ替えを実施しまし

た。米国、ニュージーランド、オーストラリアなどでは、性急な金融緩和縮小が実施された場合、期待インフ

レ低下を通じて利回り曲線のフラット化に繋がると考え、超長期ゾーンの配分増加を実行しました。新興国で

は、メキシコ、チェコ（新規組入）、シンガポール（新規組入）の配分を増加し、期末時点では、メキシコ中

心の厳選配分としました。チェコは、信用力と比べ利回り水準が魅力的であること、欧州復興基金の恩恵が得

られることなどから新規投資を開始しました。シンガポールは、経済的に結びつきの強い中国経済の減速、信

用力と比べ利回り水準が魅力的であることなどから、ポートフォリオ全体の分散を図るべく新規投資を開始

しました。 

 

＜通貨別配分＞ 

当期は、金利上昇時の円安進行シナリオに備え、金利戦略とのバランスを図るべく、期末時点では円ウェイ

トを約86％に引き下げました。また、円以外の通貨では、ユーロをほぼ中立から売り持ちに転換、米ドル、ノ

ルウェークローネをほぼ中立から買い持ちに転換、カナダドルの買い持ち幅を拡大し、期末時点では米ドル、

カナダドル、ニュージーランドドルなどを買い持ち、ユーロなどを売り持ちとしました。新興国通貨では、

チェココルナを中立から買い持ちに転換（新規組入）、ポーランドズロチをほぼ中立から買い持ちに転換し、

新興国通貨全体のエクスポージャーはネットで買い持ちとしました。 

 
＊「金利変動に対する債券価格の感応度」を示すもので、デュレーションが大きいほど、金利変動に対する債券価格の変動が大きくなります。 
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ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）<愛称>ウィンドミル１年 
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ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）<愛称>ウィンドミル１年 

 分配金（2020年11月11日～2021年11月10日） 
 
基準価額の水準および市況動向等を勘案して収益分配は行いませんでした。なお、収益分配に充てなかった

利益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第９期 

2020年11月11日～ 
2021年11月10日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,551  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。小数

点以下第４位を四捨五入して表示しています。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

＜ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）＞ 

引き続き、「ベアリング ワールド・ボンド＆カレンシー・マザーファンド」を高位に組入れて運用を行います。 

 

＜ベアリング ワールド・ボンド＆カレンシー・マザーファンド＞ 

金融緩和の縮小、財政出動の巻き戻しを背景に景気浮揚の追い風が止み、世界景気のピークアウト感が強ま

り、安全資産が見直される展開を予想します。量的金融緩和の縮小（テーパリング）から利上げに至る正常化

の道のりは険しく、テーパリング＝利上げ、という性急な市場反応がもたらす金利上昇に対し、押し目買いで

臨む方針です。各国の情勢に応じた満期構成を実行し、物価上昇の持続などの不確実性を睨みつつ、非国債、

物価連動債への分散投資を施し、安定した収益の確保を目指す方針とします。 

国別では、ヘッジコストの効率化やロールダウン効果の最大化による収益向上にも配慮し、米国、オースト

ラリア、カナダ、ニュージーランドでは金融政策などを睨んだ満期構成戦略を実施します。また、債券先物取

引を活用し、今後も機動的かつ効率的な金利リスク管理を適宜実行します。 

通貨配分については、ポートフォリオの対円での為替ヘッジ比率は、80％～100％でコントロールする方針

とし、円高が予想される局面ではヘッジ比率を引き上げ、円安が予想される局面ではヘッジ比率の引き下げを

検討します。円以外の通貨の主要なポジションとしては、リスク選好が強まる局面で上昇傾向があるニュー

ジーランドドル、カナダドル、チェココルナ、ポーランドズロチ、メキシコペソなどの買い持ちポジションを

維持し、金利戦略とのバランスを図る方針とします。 
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ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）<愛称>ウィンドミル１年 

○１万口当たりの費用明細 (2020年11月11日～2021年11月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 169  1.595  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 82)  (0.770)  投信会社分は、ファンドの運用、基準価額の算出、法定書類等の作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 82)  (0.770)  販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
管理、購入後の情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.055)  受託会社分は、運用財産の管理、委託会社からの指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.003   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.003)   

（c） そ の 他 費 用 5   0.046   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  4)  (0.038)  保管費用は、資産を海外で保管する場合の費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.006)  監査費用は、ファンドの監査にかかる費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.003)  信託事務の処理に要する諸費用 

 合 計 174   1.644    

期中の平均基準価額は、10,592円です。  

 
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出して

います。なお、（b）売買委託手数料および（c）その他費用は、当ファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファ

ンドに対応するものを含みます。 

（注２）信託報酬および監査費用にかかる消費税は期末の税率を採用しています。 

（注３）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注４）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入しています。 
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ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）<愛称>ウィンドミル１年 
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ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）<愛称>ウィンドミル１年 

○売買及び取引の状況 (2020年11月11日～2021年11月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ベアリング ワールド・ボンド＆カレンシー・マザーファンド 752,665 906,439 2,272,876 2,744,784 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年11月11日～2021年11月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2021年11月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ベアリング ワールド・ボンド＆カレンシー・マザーファンド 10,824,924 9,304,712 11,018,640 
 

（注） 単位未満は切捨て。 
 
 

ベアリング ワールド・ボンド＆カレンシー・マザーファンドの組入資産の明細につきましては、マザーファ

ンドの運用報告書をご参照ください。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）<愛称>ウィンドミル１年 

○投資信託財産の構成 (2021年11月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ベアリング ワールド・ボンド＆カレンシー・マザーファンド 11,018,640 99.8 

コール・ローン等、その他 25,046 0.2 

投資信託財産総額 11,043,686 100.0 
 

（注１）金額の単位未満は切捨て。 

（注２）ベアリング ワールド・ボンド＆カレンシー・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（41,985,107千円）の投資信託

財産総額（42,981,258千円）に対する比率は97.7％です。 

（注３）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レート

は、1米ドル=112.86円、1カナダドル=90.70円、1メキシコペソ=5.5529円、1ユーロ=130.83円、1英ポンド=152.97円、1スウェーデン

クローナ=13.16円、1ノルウェークローネ=13.27円、1チェココルナ=5.1812円、1ポーランドズロチ=28.4806円、1オーストラリアドル=

83.21円、1ニュージーランドドル=80.42円、1シンガポールドル=83.79円、1イスラエルシュケル=36.33円です。 
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ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）<愛称>ウィンドミル１年 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年11月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 11,043,686,767   

 ベアリング ワールド・ボンド＆カレンシー・マザーファンド(評価額) 11,018,640,733   

 未収入金 25,046,034   

(B) 負債 117,161,694   

 未払解約金 25,046,034   

 未払信託報酬 91,801,374   

 その他未払費用 314,286   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,926,525,073   

 元本 10,556,384,361   

 次期繰越損益金 370,140,712   

(D) 受益権総口数 10,556,384,361口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,351円 
 

（注） 期首元本額 12,084,358,768円

 期中追加設定元本額 853,713,854円

 期中一部解約元本額 2,381,688,261円
 

○損益の状況 (2020年11月11日～2021年11月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △  418,995,787   

 売買益 36,350,596   

 売買損 △  455,346,383   

(B) 信託報酬等 △  190,823,456   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △  609,819,243   

(D) 前期繰越損益金 252,345,413   

(E) 追加信託差損益金 727,614,542   

 (配当等相当額) (  1,199,869,115)  

 (売買損益相当額) (△  472,254,573)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 370,140,712   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 370,140,712   

 追加信託差損益金 727,614,542   

 (配当等相当額) (  1,201,448,350)  

 (売買損益相当額) (△  473,833,808)  

 分配準備積立金 1,492,073,731   

 繰越損益金 △1,849,547,561   
 

（注１）損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２）損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３）損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４）当期における親投資信託の投資信託財産の運用の指図に係

わる権限の全部又は一部を委託するために要する費用（投資

顧問料）として委託者報酬の中から支弁している額は、

15,514,591円です。 

（注５）分配金の計算過程 （単位：円） 

 当 期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 232,516,247  

(b) 有価証券売買等損益(費用控除後) 0  

(c) 収益調整金 1,201,448,350  

(d) 分配準備積立金 1,259,557,484  

 分配可能額(a＋b＋c＋d) 2,693,522,081  

 (１万口当たり) 2,551  

 収益分配金額 0  

 (１万口当たり) 0  
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ＢＡＭワールド・ボンド＆カレンシー・ファンド（１年決算型）<愛称>ウィンドミル１年 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 

 

収益分配金の支払いについて 

・収益分配金は、取扱い販売会社において決算日から起算して５営業日までに支払いを開始いたします。 

 

収益分配金の課税上の取扱いについて 

・分配金は、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」の区分があり、

分配後の基準価額が個々の受益者の個別元本と同額または上回る場合は、全額普通分配金となります。 

分配後の基準価額が個々の受益者の個別元本を下回る場合は、その下回る部分の額が元本払戻金（特別分配

金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金

（特別分配金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

普通分配金ならびに換金時（解約）および償還時の差益（譲渡益）に対する税率について 
2013年１月１日から2037年12月31日までの間、所得税の額に対し2.1％の金額が復興特別所得税として徴収さ

れます。 

個人の受益者 

2014年１月１日から2037年12月31日までについては20.315％（所得税、復興特別所得税および地方税）となり

ます。 

※個人の受益者が有する当該受益権のうち、ＮＩＳＡ（ニーサ、少額投資非課税制度）、ジュニアＮＩＳＡ（ジュ

ニアニーサ、未成年者少額投資非課税制度）の適用を受けているものについては非課税となります。 

法人の受益者 

2014年１月１日から2037年12月31日までについては15.315％（所得税および復興特別所得税（地方税は課せら

れません））となります。 

 

※税法が改正された場合等には上記内容が変更になる場合があります。 

※課税上の取扱いの詳細については、販売会社・税務署等にお問い合わせください。 

 

○お知らせ  

投資顧問会社（ベアリング・アセット・マネジメント・リミテッド（英国法人））への運用権限の委託の内容を運用の管

理および執行に変更しましたので、信託約款に所要の変更を行いました。（2021年８月11日） 
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